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1.共 同利用施設 および活動の概要
平成17年6.月か ら別個に全国共同利用施設 としての使用 を開始 した京都大学生存圏研究
所居住圏劣化生物飼育棟(以 下DOLと 略記)と 生活 ・森林圏シ ミュレーシ ョンフィール ド
(以下LSFと 略)は 、平成20年度か ら統合 され、全国 ・国際共同利用施設 として新たな
一歩 を踏み出す こ とになった。年度の途 中での統合決定であったこ とか ら、共 同利用研究
申請は従前通 り、DOLとLSFが それぞれ公募 し、申請課題 を採択 した。平成20年度 に入
り、実質的 に統合 され、同時に両委員会 が合体 した。共同利用を開始以来、懸案であった
国際共同利用 を開始 した。平成23年 度は、国際共同利用2件 を含む14件 の研究課題 を採
択 した。
DOLは木材及びそれ に類す る材料 を加害す る生物 を飼育 し、材料 の生物劣化試験、生物
劣化機構、地球生態系 ・環境への影響(例えば,シ ロア リによるメタン生成)などを研究す る
ための生物 を供給できる国内随一の規模 を有す る施設である。飼育生物 としては、木材腐
朽菌、変色菌、表面汚染菌(かび)などの微生物 とシロア リや ヒラタキクイムシなどの食材性
昆虫が含 まれ る。従前 よ り、木材や新規木質系材料の生物劣化抵抗性評価や防腐 ・防蟻法




害性 甲虫類飼育室、アメ リカカンザイシロア リ、シ
ロア リ飼育室
一方LSFは、鹿児島県 日市吹上町吹上浜 国有 内に設置 されたクロマツとニセアカシア、
ヤマモモな どの混生林か らなる約28,000平方メー トルの野外試験地であ り、 日本を代表す
る2種 の地下シ ロア リが高密度で生息 し、 これまで既 に30年近 くにわたって木材 ・木質材
料 の性能評価試験、木材保存薬剤 の野外試験、低環境負荷型新防蟻穂 の開発や地下シロア
ー111一
生存圏研究 第8号p.1122012年
リの生態調査、大気環境調査等 に関 して国内外の大学、公的研究機関及び民間企業 との共
同研究が活発 に実施 されてきた。
2.共 同利用研究の成果
以下に、代表的な共同利用研究の成果 として、昨年度に引き続き採択 された 「「餌 一シロ
ア リー腸内微生物叢」系を活用 したアメ リカカンザイ シロア リの腸 内微生物群集構造の解
析 とその利用」(研究代表者:筑 波大学 青柳秀紀教授)、お よび3年 目の継続課題である
「金属ナ ノ粒子を用いた防蟻処理技術の開発」(研究代表者:富 山県農林水産総合技術セ ン
ター ・木材研究所 栗崎 宏副主幹研究員)に 関する研究成果概要 とそれ らの学術的意義
について紹介する。また、共同利用研究の成果 として学術論文誌 に発表 された論文も示す。
(1)「餌 一シロア リー腸 内微生物叢」系 を活用 したア メ リカカンザ イシ ロア リの腸 内微
生物群集構造の解析 とその利用
外来種である下等シロア リのアメ リカカンザイ シロア リ(血o∫訪 θ㎜ θ5加 α)は、甚大な
被害 を住居 に及 ぼ し、近年 、 日本各地で社会問題化 している。シロア リの木材分解 には、
腸 内に共生 している微生物叢が主要な役割 を果 た してい ることが示唆 されている。 しか し
なが ら、1加加oノの腸内微生物群集構造(微生物叢)については不明な点が多い。本研究は、
1加 血o1の腸 内微生物叢の構成 を分子生態学的手法によ り網羅的 に解析す ると伴 に、1
加加oノを各種人工餌で飼育 した際に、1加加oノと腸内微生物が受ける影響を解析 し、木材の
分解 を担っている主要な微生物叢の解 明を目指 した ものである。
DOLよ り供給 された1加 血oノを様々な炭素源を含む人工餌で飼育 し、①1加 血or自身
に与 える影響、②1加 加oノの腸内原生動物 に与 える影響、③1加 加orの腸内細菌叢に与 え
る影響を解析 した。
その結果、1加加oノの腸内細菌叢には、種 々の炭素源 を分解 、利用できる腸 内細菌群 が存
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在 し、 その最 終代 謝産 物 を1加 功orが吸収 して い る こ とが示 唆 され た。 さらに、大部 分 の
1加 血orの腸 内原 生動物 がCelluloseの分解 に関与 して い る こ とが示唆 され た。
3週 間人 工飼 育 した1加 血orの 腸 内細 菌叢 をT-RFLP法 を用 い て解 析 した とこ ろ、
Celluloseの分 解 には βヵ血o訪∂θ6θ畠β.ρzo6θoわヨ06θ虹∂が携 わ ってい るこ とが示 唆 され た。ま
た 、Glucose、Xylanの分解 には8 .ρro6θo加06θ虹∂が携 わ って い る ことが示唆 され た。Xylose
フラ グメ ン トで は多 くの ピー クが確 認 され 、 多 くの細 菌 が利 用 してい る事 が示 唆 され た。
Agarフラグメ ン トにつ いて は、炭 素源 を含 んで い ない に も関わ らず 、多数 の ピー クが見 ら
れ 、多 様 な細菌 叢 で あ るこ とが示 され た。ア メ リカ カ ンザイ シ ロア リの腸 内 にAgarも しく
はAgar由来 のオ リゴ糖 を分解 す る細 菌 の存在 が示 唆 され た。
本研 究 は 国内外 を通 じて、 「餌一 シ ロア リ 腸ー 内微 生物叢 」 系 を活 用 したZ加 血orの腸 内
微 生 物群集 構 造 の解 析 を行 ったは じめ ての研 究 で ある。
(2)金属 ナ ノ粒 子 を用 いた 防 蟻 処 理 技 術 の 開 発
これ ま で、木 材保 存 処理 剤 の主成 分 はア ミン性銅 や ア ンモ ニ ア性銅 が主 で あった が、 最
近 ア メ リカ にお い て1pm前 後 に粉砕 した銅 化 合 物 の微 粒 子 を主成 分 と した保 存 処理 剤 が
実用 化 され 、 これ を注入 処理 した製 材 品 の シェ アが急 増 してい る。 この銅微 粒 子剤 の防腐
防蟻 性 能 につ い て、海 外 で の検討 例 は あ るが 、 国内 で はほ とん ど検 討 され て い ない。 そ こ
で本 研 究で は 、ナ ノサ イ ズの金 属微 粒 子剤(金属 ナ ノ粒 子 剤)で処理 した木材 の防蟻 性 能 を、
JISK1571野外 防蟻試 験 に よ り明 らかに し、新 しい耐 久性 向上 技術 と して の応 用 の可 能性 を
検 討 した。
Ag、cu、Niの3種類 の金属 ナ ノ粒 子剤 を減 圧 注入 したス ギ辺材 につい て、JlsK1571:
20044.3.2.1(防蟻性 能試 験 野外試 験 注 入処 理用)をLSF内 で平 成21年 度 よ り実施
してい る。
本年 の調査 で は、Cu(OH)2、CuOの2種金 属 ナ ノ粒 子 が健 全 、Ag粒 子 は処 理材 の 一部
に食 害 が あ るが食 害指 数 は2で あ った。 これ ら3種 類 の金 属 ナ ノ粒 子 は 、JISの性 能 基 準
(2年後 も食 害 指 数 が10未 満 で あ る こ と)に 適 合 した。 一 方 、粉 砕 不足 のNi(OH)2は食
害指 数 が64で 基 準不 適合 で あ った。 以 上 の よ うに 、銅 系 ナ ノ粒 子 剤 には 防蟻剤 と して の
可能 性 が認 め られ たが 、銀 系ナ ノ粒 子 で は わず か で は あ るが効 力低 下 の 兆候 が認 め られ た。
本 研 究 は現 在 の とこ ろ 日本 にお け る金 属 ナ ノ粒 子処 理 に 関す る唯 一 の 野外 デ ー タ で あ
り、今 後 、野 外試 験 を継続 して 実証 デ ー タを蓄積 す る とと もに、野外 試験 中 の金属 微粒 子
の材 内挙動 も測 定 して 、持 続 性 の推 定 も試 み る予 定で あ る。




















4.専 門 委 員 会 の 構 成 及 び 開 催 状 況(平 成23年 度)
(1)国内委 員:角 田邦夫(委員長 、京 大 生存研)、吉 村 剛(京大 生存研)、上 田義 勝(京大生存
研)、陀安 一郎(京大生 態学 セ ン ター)、大村 和香 子(森林 総合研 究 所)、青柳 秀 紀(筑波 大)、
栗 暗 宏(富山県農 林水 産総 合技 術セ ンター ・木材研 究 所)、秋 野順 治(京都 工 芸繊維 大)、
森 満 範(北海 道立 総合研 究機 構 森林 研 究本 部 ・林 産試 験 場)、板倉 修 二(近畿 大学)
(2)国際委 員(ア ドバ イザ ー):BrianTForschler(ジョー ア大 学)、Chow-YangLee(マレー
シア理 科大 学)
(3)専門委 員 会 開催 状 況
平 成24年2.月21日(平 成23年 度第1回 委 員会)
議題:平 成24年 度 申請 課題 の審 査他
申請課 題 の審 査 は 、予 め各 委員 に 申請 書類 を配信 し、委 員 会 開催 ま で に委 員 長 が纏 め
て お き、委員 会 開催 時 に出席委 員 の議 を経 て採 択 した。
5.特 記 事 項
(1)DOLILSFで行 われ た研 究成 果 を広 く社 会 に公 開す るた め、研 究 成果 報告 会 を第195回
生 存 圏シ ンポ ジ ウム と して平 成24年2.月20日 に実施 し、併せ て成 果 要 旨集 を出版 した。
(2)平成24年2月16日 に、温湿 度 計 、気 圧 計、 雨量 計 、風 向 ・風 量計 か ら構 成 され る気 象
測器 の設 置 を行 った。
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